
　　長寿
ちょうじゅ

の国
くに

、日本
にほん

。四方
しほう

を海
うみ

に囲
かこ

まれ、春
はる

、夏
なつ

、秋
あき

、冬
ふゆ

の季節
きせつ

ごとにとれる自然
しぜん

の

　産物
さんぶつ

を上手
じょうず

に利用
りよう

して、私
わたし

たちの祖先
そせん

はこの国
くに

の風土
ふうど

に適
てき

した料理
りょうり

を作
つく

り上
あ

げてき

　ました。とくにご飯
はん

を中心
ちゅうしん

に、魚介類
ぎょかいるい

、野菜
やさい

、海藻
かいそう

をよく食
た

べる日本料理
にほんりょうり

は今
いま

、

　　「暑
あつ

さ寒
さむ

さも彼岸
ひがん

まで」といいますが、少
すこ

しずつ秋
あき

らしさが感
かん

じられるようになりまし 　そのヘルシーさで世界
せかい

から注目
ちゅうもく

されています。

　た。給食
きゅうしょく

も夏
なつ

の料理
りょうり

から、秋
あき

の食材
しょくざい

を使
つか

った献立
こんだて

へと変化
へんか

していきます。

　　2学期
がっき

も子供
こども

たちが元気
げんき

いっぱい過
す

ごせるよう、栄養
えいよう

と愛情
あいじょう

がたっぷりの給食
きゅうしょく

を作
つく

って

　ていきます。

     清瀬
き よ せ

産
さん

の野菜
や さ い

と果物
くだもの

をいただきます。
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ぶどう ブルーベリー なすピーマンねぎ

　9月
がつ

9日
か

は「重陽
ちょうよう

の節句
せっく

」で、桃
もも

の節句
せっく

（3月
がつ

3日
か

）や端午
たんご

の節句
せっく

（5月
がつ

5日
か

）と

同
おな

じ五
ご

節句
せっく

のひとつです。別名
べつめい

は「菊
きく

の節句
せっく

」といい、菊
きく

酒
ざけ

を飲
の

み、無病息災
むびょうそくさい

や

長寿
ちょうじゅ

を願
ねが

いました。

　翌日
よくじつ

の9月
がつ

10日
か

は「十五夜
じゅうごや

」です。満月
まんげつ

を見
み

ながら、秋
あき

の収穫
しゅうかく

に感謝
かんしゃ

する日
ひ

で

す。「中秋
ちゅうしゅう

の名月
めいげつ

」ともいいます。

　重陽
ちょうよう

の節句
せっく

や十五夜
じゅうごや

にちなみ、9月
がつ

9日
か

の給食
きゅうしょく

は食
た

べられる菊
きく

（食用菊
しょくようぎく

）を使
つか

っ

た「菊花
きっか

びたし」と「みたらし団子
だんご

」を作
つく

ります。

重陽
ちょうよ う

の節句
せ っ く

・十五夜
じ ゅ う ご や

ぶどう・なし

　くだものがおいしい

季節
きせつ

です。給食
きゅうしょく

では５日
いつか

に梨
なし

、7日
なのか

には清瀬
きよせ

産
さん

の

ぶどうがでます。

　秋分
しゅうぶん

の日
ひ

を中日
なかび

にして

前後
ぜんご

７日間
なのかかん

を「彼岸
ひがん

」と

呼
よ

びます。この時期
じ き

にご

先祖
せんぞ

さまをしのび、敬
うやま

います。

そこでお供
そな

えをするのがおはぎです。

　給食
きゅうしょく

では22日
にち

にきなこと黒
くろ

ごまの「おはぎ」がでます。


